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1 ツール概要
1.1 概要
本ツールは、各組織・プロジェクトのシステム情報を規定の書式に基づいて入力・提出することにより、信頼性ガイドライン（※1）と照合し、自動的に準拠度評価結果を取得することを目的としています。
· 機能

本ツールのメニューより、以下の操作を行うことができます。
プロジェクトの新規保存：設問・回答シートのプロジェクトデータをデータベースに新規保存します。

プロジェクトの上書保存：設問・回答シートのプロジェクトデータをデータベースの既存プロジェクトデータに上書きします。

プロジェクトの削除：設問・回答シートのプロジェクトデータをデータベースから削除します。

プロジェクトのクリア：設問・回答シートの入力値をクリアします。
プロジェクト診断：設問・回答シートのプロジェクトデータに基づいて診断し、設問に対する充足度をレーダーチャートで表示します。
プロジェクトデータのインポート：信頼性自己診断ツールV1.0（※2）またはV2.0（※2）のプロジェクトデータをインポートします。 
ログ表示：操作ログを表示します。
印刷：設問・回答シート、診断結果シート、プロジェクト一覧シートを印刷します。
· 用語の説明

次の用語を以下のように定義します。
得点：設問ごとに回答者が答えて得た点数。あるいはその得点合計。
満点：設問ごとには10点で、もっとも取り組んでいる場合を回答した場合に得られる点数。
基準点：対象のプロジェクトあるいは標準プロセスのシステム区分（重要インフラ、基幹システム、それ　　　　以外）ごとに定められている、実施が必須とされている設問ごとの点数あるいはその合計点。
設問ごとに見ると10点または0点となります。
※1　経済産業省「情報システムの信頼性向上に関するガイドライン第2版」
URL： www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g90722a07j.pdf
※2　信頼性自己診断ツールV1.0（2009年9月11日公開）

信頼性自己診断ツールV2.0（2011年3月31日公開）

2 起動・終了
2.1 起動
スタンドアロン型信頼性自己診断ツール（利用者向け）.xlsまたはスタンドアロン型信頼性自己診断ツール（供給者向け）.xlsを起動します。
(1) メニューとTitleシートが表示されます。
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Titleシートは、プロジェクトのプロフィール情報や分析用基本情報等を記入するシートです。（詳細は3.3.1 プロジェクト名・設問回答入力 参照）
（注）メッセージバーにセキュリティの警告が表示された場合は「有効」をクリックしてください。
2.2 終了

ツールを終了します。

(1) メニューの「終了」ボタンをクリックします。
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(2) 未保存データがある場合は、確認メッセージが表示されます。
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(3) 「はい」を選択すると、入力値を保存後、終了します。「いいえ」を選択すると、入力値を破棄して終了します。（終了してもExcel本体は閉じません。）
3 信頼性診断
3.1 プロジェクト診断

回答値に基づいて、信頼性自己診断結果を表示します。全設問に対して回答値を入力していなくても診断を行うことができます。

(1) 3.4.1 表示　の手順に従って、保存したプロジェクトを表示します。
(2) 「診断」ボタンをクリックします。
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(3) テーマ別評価結果シートが表示されます。
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設問をテーマ別に分けた14軸のレーダーチャートが表示されます。

得点の満点に対する割合（％）と基準点の満点に対する割合（％）がそれぞれのテーマ軸で表示されます。

各設問ごとの得点を見る場合は、「各設問得点結果を見る」ボタンをクリックします。

(4) 各設問ごとの得点が表示されます。
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このグラフでは得点が基準点に到達しているかどうかを設問単位で確認することができます。

テーマ別評価結果シートに戻る場合は、「テーマ別評価を見る」ボタンをクリックします。

点数についての詳細は下記の通りです。
· 基準点

· 信頼性ガイドラインでシステム区分ごとにあらかじめ設定されています。
· 各設問の点数
· 全設問数は82問です。

· 各設問（Q1、Q2など）に対する配点は10点満点です。

· 各設問の点数は各小問の合計点数となります。

＜各小問の点数＞
· 各設問に含まれる小問（a、bなど）は均等に配点します。例えば、小問数が5つであれば、各小問の配点は2点（10点÷5）となります。

· 各小問の回答選択肢の点数は等差となるように配点します。例えば、各小問の配点が2点で、その小問の回答選択肢が4つの場合、各選択肢の点数は（2点、2×2/3点、2×1/3点、0点）となります。
＜条件付きの設問の点数＞（3.3.1プロジェクト名・設問回答入力(5)A）設問単位の配点パターン、B)小問単位の配点パターン参照）

· 条件付きの各設問で「該当しない」を最低一つ選択した場合は、得点、レーダーチャートの各軸の満点、基準点合計には含めません。
3.2 印刷

設問・回答シート、診断結果シート、保存したプロジェクト一覧を印刷します。

(1) メニューの印刷したい対象にチェックを入れ、「印刷」ボタンをクリックします。

複数の印刷対象にチェックを入れ、同時に印刷することができます。

[image: image8.png]BB A

HEDDD

RecNo /F 0925 MBI IR BT RBOT —5%,

R B

—HFTLET.
Recho/709rob | 8/%T0I10h &
B0 EEY - HFT0I 0T 5O
ReoNo: 38 JnIhbe: 0TIk
VATLES: AEBAUITEVATL
FHRIRIE 21 B — O —SH L Rec No TOBCIZTELE T
IS Lid el 1 — 07 ~ SRR AT B Rec No TDBIARTELE S
[ R B - MATERTEN T B Rec No ) —SEDBNGHIFRLE
= By —

TENTUBANEENPUET.
DBIFEEN T 57 —SABFFCTE T o )

R BV — MIERTREN T BRec No DT ~ MBSO TEHALET .

A2t=b

I DRV DT O IO b5 —5A = N
V20

BIEDERTLET.

EngY

BEAESY-R 25—

I J0Imob-%

EMRIFBOOEFTTEAN. REERLT(EE

e





(2) 印刷ダイアログが表示されます。印刷方法・プリンタを選択し、印刷してください。
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3.3 プロジェクトの登録
3.3.1  プロジェクト名・設問回答入力
(1) プロジェクト名、システム区分等をTitleシートに入力します。
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診断するプロジェクトが重要インフラシステムの場合はシステムA、企業基幹システムの場合はシステムB、その他のシステムの場合はシステムCを選択してください。

システム区分の定義は下記の通りです。

（A）重要インフラ等システム

他に代替することが著しく困難なサービスを提供する事業が形成する国民生活・社会経済活動の基盤であり、その機能が低下又は利用不可能な状態に陥った場合に、我が国の国民生活・社会経済活動に多大の影響を及ぼすおそれが生じるもの、人命に影響を及ぼすもの及びそれに準ずるもの。

（B）企業基幹システム

企業活動の基盤であり、その機能が低下又は利用不可能な状態に陥った場合に、当該企業活動に多大の影響を及ぼすおそれが生じるとともに、取引先や顧客等、相当程度の外部利用者にも影響を及ぼすもの。

（C）その他のシステム

重要インフラ等システム及び企業基幹システム未満の水準のもの。
(2) 次ページ以降の設問の回答を入力します。
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すべての設問に回答せず、途中で保存・診断を行うこともできます。

(3) 設問内の小問が多い場合には、一括入力の機能を使用できます。

[image: image12.png][BfRED &F]

Q1. Y25 LAIAEEL TOEBEISMY AoV TEALLET.

[3<tzmm | sxusmm

o £ U -CROBEELLTOREEE YL, £ T —E2OMEUORIFOWENS. KO RBIOMEET>TUETM

1R T LD BB RS ERFADABIL @mplts  OmELTE
ENCHIB IR ERUEATE MR BT ARSFDEHAEROR | guui e Ommitinn
IR
b YRFLS E N ENBYRT 3
AL AN SIHTDR. IREO MDY 27 2O EHERA OmELTs | OmELTIEL
o AT LTSS TR A BUT. LTI @A E=ELTLE T,
EB T —ERE RIS AT LOREOER] @©=BLTS OmmLTLRL
2T L RERERICA TORR o~ AT S MR
AT ®mwlTis  O®mWLTEG
- RGO BRI RS E 0 HE @mplts  OmELTE





上図の場合、「すべて実施」ボタンをクリックすると、Q1設問内のすべての小問の「実施している」が選択されます。

(4) 表形式の設問で一括入力を行う場合は、先頭行にあるコンボボックスから、入力したい値を選択します。
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コンボボックスで値を選択すると、その列（縦方向）に選択値が一括反映されます。

(5) 条件付きの設問（設問に「～の場合等に」と記載）は、「該当しない」（他の文言の場合もあり）という選択肢を持ちます。設問条件に該当しない場合に選択します。
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条件付き設問（「該当しない」あるいは相当の文言）は、以下についても該当します。

利用者：ⅢQ16、ⅣQ2、Q5、ⅥQ6、Q7、Q8

供給者：ⅢQ17、ⅥQ6、Q7、Q8
【「該当しない」（他の文言の場合もあり）が選択された場合の配点の基本的考え方】
「該当しない」が選択された場合、基本的にその設問は無いものとみなします。
したがって、
ⅰ）その設問の得点は0になります。（小問単位の場合は、その小問単位に同様の考え方になります）

ⅱ）その設問の配点は満点に算入されません。
ⅲ）その設問が基準点に含まれている場合は、基準点の対象外になります。
A) 設問単位の配点パターン
	該当設問
	利用者：ⅢQ16、ⅣQ5、ⅥQ6、Q7、Q8
供給者：ⅢQ17、ⅥQ6、Q7、Q8

	説明
	＜概要＞

設問（Q）の中に一つでも「該当しない」の小問があれば、設問全体が「該当しない」になる

＜詳細＞

【上図の場合】

情報システムの企画・要件定義・開発・保守・運用の各フェーズを異なる情報システム供給者が担当していない場合は、「該当しない」を選択します。Q6の場合はその条件が小問a、bのどちらにも影響するため、a、bどちらかで「該当しない」を選択すると、Q6全体が「該当しない」とみなされ、Q6の得点は0点となります。

	例
Ⅵ Q6、Q7、Q8の場合
	＜前提＞

テーマ別評価結果シートのレーダーチャートでは、得点の満点に対する割合（得点合計/満点合計）、基準点の満点に対する割合（基準点合計/満点合計）が14テーマ軸に対して表示されます。
ⅥQ6、Q7、Q8の三つの設問は「情報システム構築の分業時の役割及び責任関係の明確化」という軸に含まれます。したがって、以下のようになります。

満点合計=30

システム区分が重要インフラ、基幹システムの場合、基準点合計=30

	
	＜例①＞ⅥQ6のみが「該当しない」の場合（ⅥQ7、ⅥQ8では「該当しない」が選択されていない）
得点合計＝ⅥQ7＋ⅥQ8の得点（MAX.20）

満点合計＝30－10=20

基準点合計＝30－10=20

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになります。

得点合計/満点合計＝ （ⅥQ7＋ⅥQ8の得点）/20×100（%）
基準点合計/満点合計＝20/20×100＝100（%）

	
	＜例②＞ ⅥQ6、ⅥQ7、ⅥQ8が「該当しない」の場合

得点合計＝0

満点合計＝0

基準点合計＝0

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合はそれぞれ100%となります。


B) 小問単位の配点パターン

	該当設問
	利用者：ⅣQ2

	説明
	＜概要＞

設問（Q）の中の小問の「該当しない」が他の小問に影響を与えず独立している

＜詳細＞

【ⅣQ2の場合】

小問a、b、cがそれぞれ独立しており、いずれかの小問で「利用者は開発をしていない」（「該当しない」に相当）を選択しても、他の小問の得点に影響を与えません。

	例
ⅣQ2
	＜前提＞

テーマ別評価結果シートのレーダーチャートでは、得点の満点に対する割合（得点合計/満点合計）、基準点の満点に対する割合（基準点合計/満点合計）が14テーマ軸に対して表示されます。

ⅣQ1、Q2、Q3の三つの設問は「開発手法・ツールの活用及びテスト環境の整備」という軸に含まれます。したがって、以下のようになります。

満点合計=30

システム区分が重要インフラ、基幹システムの場合、基準点合計=30

	
	＜例①＞ⅣQ2の aのみが「該当しない」の場合（b、cでは「該当しない」が選択されていない）

得点合計＝ⅣQ1＋ⅣQ3の得点＋（ⅣQ2のb＋cの得点）

（MAX.20+20/3）

満点合計＝30－10/3=80/3

基準点合計＝30－10/3=80/3
レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになります。

得点合計/満点合計＝ （（ⅣQ1＋ⅣQ3の得点）＋（ⅣQ2のb＋cの得点）/（80/3））×100（%）

基準点合計/満点合計＝（80/3/（80/3））×100＝100（%）

	
	＜例②＞ ⅣQ2のa、b、cが「該当しない」ではない場合

得点合計＝ⅣQ1＋ⅣQ3の得点（MAX.20）

満点合計＝20

基準点合計＝20

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになります。

得点合計/満点合計＝ （（ⅣQ1＋ⅣQ3の得点）/20）×100（%）

基準点合計/満点合計＝20/20×100＝100（%）


3.3.2  保存
設問に対する回答値を保存します。全設問に対して回答値を入力していなくても保存を行うことができます。
(1) メニューで「新規保存」または「上書保存」ボタンをクリックします。
「上書保存」ボタンは、保存済みのプロジェクトがあり、そのプロジェクトを表示してデータを上書きする場合にのみ使用できます。

「新規保存」は新しいプロジェクトが追加されます。
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(2) 入力値が保存されます。
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3.3.3  インポート
信頼性自己診断ツールV1.0およびV2.0のプロジェクトデータをインポートします。
(1) メニューの「V1.0」または「V2.0」のチェックボックスを選択します。

チェックボックスは排反の関係にあります。
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(2) メニューの「インポート」ボタンをクリックします。
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(3) 「インポートファイルの選択」ダイアログからインポート対象データファイルを選択し、「開く」を押します。
インポート対象データファイルの種類は、インポート元の信頼性自己診断ツールのバージョンによって異なります。
· 信頼性自己診断ツールV1.0からデータをインポートする場合
信頼性自己診断ツール（利用者向け）.xlsまたは信頼性自己診断ツール（供給者向け）.xlsを選択してください。
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信頼性自己診断ツールV1.0ファイルを開くとログイン画面が表示されます。ID、パスワードを入力し、「ローカルのみで使用する」にチェックをした上でログインして下さい。
開いた信頼性自己診断ツールV1.0ファイルのメニュー「Rec.No./プロジェクト件名」 コンボボックスには何も表示されません。インポート完了後はメニューの「終了」ボタンで終了してください。
· 信頼性自己診断ツールV2.0からデータをインポートする場合
信頼性自己診断ツールV2.0のエクスポートファイル（csv）を選択してください。
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信頼性自己診断ツールV1.0からのインポートの場合は、開いたファイルのログイン画面が表示されますのでログインを行ってください。

(4) インポートが終わると「インポート完了」ボタンが表示されます。
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(5) メニューの「Rec.No./プロジェクト件名」 コンボボックスに、インポートしたデータの「Rec.No./プロジェクト件名」が表示されます。
· 信頼性自己診断ツールV1.0からデータをインポートした場合
スタンドアロン型信頼性自己診断ツールのメニューの「Rec.No./プロジェクト件名」 コンボボックスではプロジェクト名が以下のように表示されます。

V1.0プロジェクトデータ（プロジェクト名）
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（注）以下の設問のチェックボックスのデータは、インポート元ファイルでデータを新規保存した後にデータを表示させて上書きなど何らかの操作を行っている場合、インポート後にデータが正しく表示されない可能性があります。
信頼性自己診断ツール（利用者向け）：ⅢQ26、ⅢQ46

信頼性自己診断ツール（供給者向け）：ⅢQ24、ⅢQ46
· 信頼性自己診断ツールV2.0からデータをインポートした場合
スタンドアロン型信頼性自己診断ツールのメニューの「Rec.No./プロジェクト件名」 コンボボックスではプロジェクト名が以下のように表示されます。

V2.0プロジェクトデータ（番号）
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番号には信頼性自己診断ツールV2.0のエクスポートファイル（csv）内のプロジェクトコードが反映されます。このプロジェクトコードは信頼性自己診断ツールV2.0のメニューで表示されるプロジェクトリストを下から採番した番号となります。
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（注）Ｖ2.0からのインポートに関しては、Titleシートの内容（システム区分、プロジェクト名含む）は移行されません。
3.4 既存プロジェクトの内容表示・表示クリア
3.4.1  表示

以前に保存したプロジェクトのデータを表示したい時に利用します。

(1) メニューの「Rec.No./プロジェクト件名」コンボボックスから、表示したいプロジェクトを選択します。
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(2) 「表示」ボタンをクリックします。選択したプロジェクトの回答値が表示されます。
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3.4.2  クリア
入力値をクリアし、入力域を全て未入力の初期状態に戻します。保存済みのデータは削除されません。
(1) メニューの「クリア」ボタンをクリックします。入力した値がクリアされます。
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3.5 登録プロジェクトの削除
保存済みのプロジェクトデータを削除します。一度削除したデータは復元できません。
(1) メニューの「Rec.No./プロジェクト件名」 コンボボックスから、削除したいプロジェクトを選択し、「表示」ボタンをクリックします。
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(2) 選択したプロジェクトデータが表示されます。「削除」ボタンをクリックします。
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(3) 確認メッセージが表示されます。削除を実行する場合は、「はい」をクリックします。
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(4) 保存されていたプロジェクトデータが削除されます。
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3.6 ログ表示
ツールの操作ログを表示します。
(1) メニューの「ログ表示」ボタンをクリックします。
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(2) 保存、インポート、削除の操作ログが表示されます。

50件まで表示します。
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4 注記

4.1 制限事項

確認済みの動作環境
＜対象OS＞Windows XP  
＜対象ソフトウェア＞Excel2003、2010
All Rights Reserved Copyright © 2013, Information-technology Promotion Agency, Japan

